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議　　　　　事 委員の意見 付記

○たばこ対策について。ポイ捨てに関しては保健所はどの
ように対応しているか。

○若年者の自殺や依存症などの対策について。保健所で
の具体的な対策を教えてほしい。

○麻しんについて。今後管内で発生した場合にどのような
対応が行われるか。

○１）について。充電支援体制のデモンストレーションを実
施した際に挙がった課題にはどのようなものがあるか。

○２）について（感想）。若年者のＳＯＳをどう汲み取っていく
か、ビジュアルを通して伝えることでわかりやすかったので
はないかと思う。素晴らしいプロジェクトなので、今後もこの
ような企画をしてほしい。

－

２　事業紹介

○発生届があった段階で疫学調査を行い、接触者等へ
も注意喚起を行っている。また医療機関にも機会をとら
えて流行状況を周知するなどして迅速な対応ができるよ
うにしている。

○市町をはじめ、地域の関係機関と連携しながら若年
層の相談支援体制構築に努め、啓発などにも力を入れ
ている。
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〇事業運営について説明１　池田保健所事業運営について

令和８年度

第１回

１）難病患者・慢性疾患児への災害対策
　　　～市立池田病院における局所停電時の
　　　　 充電支援体制整備～

２）若年層のメンタルヘルス対策
　　　～ビジュアルコンテンツを活用した関係機関
　　　　職員研修の開催～

○充電は２～3時間を要するため、その間の家族の待機
場所について現在も調整中である。

日　時

保健所の回答議事の要点

令和８年６月４日（木）
出席者

○ポイ捨てに関しては直接的な対応はないが、相談が
あれば、市町と連絡をとるなど協力して対応している。ま
た啓発キャンペーンについても吸い殻拾いを含め市役
所と協働して実施している。


